
（お知らせ） 

令和４年３月１７日 

防 衛 省 

 

福 島 県 沖 を 震 源 と す る 最 大 震 度 ６ 強 の 地 震 へ の 対 応 に つ い て 

 

 ３月１６日（水）２３：３６頃に発生した福島県沖を震源とする最大震度６

強の地震については、同日２３：３８に内閣総理大臣から、 

〇 早急に被害状況を把握すること 

〇 地方自治体とも緊密に連携し、人命第一の方針の下、政府一体となっ

て、被災者の救命・救助等の災害応急対策に全力で取り組むこと 

〇 国民に対し、避難や被害等に関する情報提供を適時的確に行うこと 

との指示がありました。 

 

これを受けて、同日２３：４５に防衛大臣から、 

〇 甚大な被害が発生していることを念頭に、陸海空自衛隊が緊密に連携

し、人命救助を第一義とした活動を実施すること 

〇 早急に本地震による被害状況を把握できるよう、あらゆる手段を活用し

た情報収集活動を実施するとともに、関係府省庁及び自治体と緊密に連携

し、情報収集に努めること 

との指示がありました。 

 

 防衛省・自衛隊は、現在、以下の部隊が被害情報の把握を行っております。 

陸上自衛隊：東方北方面航空隊(宮城・霞目) ＵＨ－１、第９飛行隊(青森・

八戸)ＵＨ－１ 

海上自衛隊：第２５航空隊(青森・大湊)ＳＨ－６０、第４航空群(神奈川・厚

木)Ｐ－１、第２航空群(青森・八戸)Ｐ－３Ｃ、第２１航空隊

(千葉・館山) ＳＨ－６０ 

航空自衛隊：第３航空団(青森・三沢)Ｆ－１５、第７航空団(茨城・百里)Ｆ

－２、松島救難隊(宮城・松島)Ｕ－１２５及びＵＨ－６０等 

 

 

引き続き、関係府省庁及び自治体と緊密に連携しつつ、災害対応に万全を期

してまいります。 

 

 


